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＜概要＞ 

 環境重視・人間重視の技術革新の創出を目指し、自然が創りあげたナノテク

ノロジーを巧みに応用したプログラミング機能を有するハイブリッド分子システ

ムの創成を目的に研究を展開しています。生

体物質であるアミノ酸や核酸塩基が繰り出す

不斉会合特性（ナノテクノロジー）を巧みに分

子設計に組み込むことにより、単独の分子で

は成し得ない特異機能の創発を可能にする

分子配列・組織化制御法を確立しています。

例えば、有機金属化合物であるフェロセンを

分子ボールベアリングとして用いることによ

り、ジペプチド鎖の配列・組織化に基づく蛋白

質の二次構造の変幻自在な形成制御に成功

しています（図１）。また、核酸塩基であるウラ

シル部位を有する金(I)錯体において、金(I)

－金(I)軸の不斉誘起に成功するとともに、ら

せん状不斉組織体の形成を可能にしていま

す（図２）。さらに、クラーク数が高く、安価に入手が可能なバナジウム触媒のルイス酸性と酸素親和性を触媒

サイクルに組み込んだ触媒システムの開発にも取り組んでいます。例えば、アリルアルコールの直接アミノ化

反応の触媒システムの開発に成功しています（図３）。 

 

＜アピールポイント＞ 

 生体物質であるアミノ酸や核酸塩基が繰り出す自己組織化特性を巧みに応用した分子技術により、単独の

分子では成し得ない特異機能を発現する分子配列・組織化を可能にしており、機能情報がプログラムされたシ

ステムの開発が期待されます。また、生体物質と有機金属化合物の両者の機能特性を活かした従来にないバ

イオインスパイアードシステムの開発を可能にしています。さらに、我々が開発したバナジウム触媒システム

は、クラーク数が高く、安価に入手が可能なバナジウム触媒を用いた汎用性の高い分子変換システムです。 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

利用・用途：機能性化合物や医農薬中間体の合成 

応用分野：化学・医薬・農薬・材料分野のみならず、農林/水産や建設/土木にも応用が可能です。 

 

＜関連する知的財産権＞ 

なし 

 

＜関連するＵＲＬ＞ 

http://www.sci.osaka-cu.ac.jp/chem/HMC/ 

 

＜他分野に求めるニーズ＞ 

π 共役系分子の伝導特性などの機能評価 

細胞増殖抑制作用やテロメラーゼ阻害活性の評価 
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